
 

 

 

 

 
 

 だんだん日が短くなり、すっかり秋らしい気候になってきました。これからどんどんと気温が下がり、 

登下校の時間帯は特に肌寒く感じると思います。各自で服装に気を配り、気温差によって体調を崩さない 

よう気をつけていきましょう。１９日からは中間テストが始まります。直前になって夜遅くまで勉強を 

して体調を崩すことがないよう、計画的に勉強し、睡眠時間をしっかり確保するようにしましょう。 
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健康のために薬を正しく使おう！ 
 

１０月１７日～２３日は、「薬と健康の週間」です。この期間は、医薬品を正しく使用することの大切さを多くの人に知ってもらうた

めに、啓発活動を行う週間です。みなさんは、病気やけがをした時、医療機関（薬局）やドラッグストアなどで薬を購入して使用します

ね。薬は病気を治すために使いますが、間違った使い方では、かえって健康を損なってしまいます。薬を正しく使用するため

には、どのようなことに注意すればよいでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食 前 食事の前３０～６０分の間に飲む 

食 後 食事の後３０分以内に飲む 

食 間 
食事の後２時間程度経過してから飲む 

※「食事中に飲む」という意味ではない 

頓 服 症状が出て必要になった時に飲む 

決められた用量を守る 
 

 

 用量とは、１日もしくは１回に

飲む量のことです。「たくさん飲め

ば早く効く」「飲み忘れたから２回

分飲む」などは、右のグラフでもわ

かるように、危険な行為です。用量

はきちんと守りましょう。 

薬の貸し借りはしない 

 

 

 

 

 処方薬は、医師が患者さんの体調

や症状に合わせて薬を選んで処方

しています。似たような症状だから

といって、他の人にあげたり、もら

ったりしてはいけません。人によっ

ては効果が無かったり、症状の悪化

や思わぬ副作用が出たりする可能

性があります。市販薬についても、

自分で自分に合った薬を購入して

飲むようにしましょう。 

薬の説明を確認する 

 

 

 

 

 医療機関で処方された薬は、説明

をよく聞いて必ず説明された通り

に服用しましょう。市販薬も、記載

されている説明をきちんと確認し、

症状に合った薬を選びましょう。 

飲むときは水で飲む 

 

 

 

 薬は、コップ１杯程度の水やぬるま湯で飲

みましょう。水なしや少量の水だと、吸収が

遅れ、効果が現れにくくなります。ジュース

や牛乳で飲むのも、吸収が遅くなったり、効

果が薄まったりするのでＮＧです。 

決められた用法を守る 

 

 

 

 

 用法とは、薬を飲む回数や時間の

ことで、薬の有用性を最大限に発揮

させるためにあります。誤った時間

に飲んだり、途中で飲むのをやめた

りすると、効果や安全性に影響が出

ることがあります。 

元気が一番！ 
川口市立高等学校 保健室 
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形を変えて飲まない 
 薬は、その効果が十分に発揮されるよう計算された形をしています。勝手に錠剤を砕い

たり、カプセルを開けて飲んだりすると、薬が本来の力を発揮することができません。 



 

 「１０」を横にして見ると眉毛と目の形に見えることから、１０月１０日は目の愛護デーとされています。みなさんは、自分の「目」 

のことを日頃から大事にできていますか？今年度の健康診断では、片目または両目の視力がＢ(０.9～0.7)以下の人の割合は、 

１年次：６２％、２年次：５３％、３年次：５８％という結果でした。下がった視力は、簡単に回復させることはできません。今 

以上に視力を下げないためにも、意識して「目」を気遣ってみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気をつけたい！身近に潜む目の病気 
 視力の低下だけでなく、気をつけてほしいのが目の病気です。なかでも流行性角結膜炎は、毎年数人は 

かかる身近な感染症です。今回は、みなさんにも起こりうる目の病気とその予防方法について紹介します。 

病名 概要 原因 症状 予防方法 

ものもらい 

瞼にある脂や汗を出す

腺に細菌が感染して起

こる急性の化膿性炎症。 

・目にケガをした時

や、身体の抵抗力が

落ちている時に目を

こする。 

※ウイルス性の感染性

結膜炎の場合は、人か

ら人へも感染する。 

まぶたの腫れ、目や

に、痛み、かゆみ、

赤み、ゴロゴロする 

●目に痛みやかゆみ、違和感が 

 ある時に、むやみに触らない・ 

 こすらない。 

 

●ものに触れた後の手や汚い手 

 で目を触らない。 

 

●目にゴミが入った時は、涙や 

 目薬、水道水で洗い流す。 

 

●コンタクトレンズは正しい 

 ケア・着用をして清潔を保 

 ち、定期的に検診を受ける。 

 

●目薬をさす時には、目薬の 

 先にまつげや手が触れない 

 ように気をつける。 

感染性 

結膜炎 

結膜（白目の１番表面の

膜）に細菌やウイルスが

感染して起こる炎症。 

目やに、ゴロゴロす

る、涙が出る、充血 

流行性 

角結膜炎 

アデノウイルスに感染

して起こるウイルス性

の結膜炎。感染力が強く

人から人へ感染する。 

・感染者が触ったも

のに触れた後に目を

触る。 

・感染者とものを共

有する。 

目やに、白目が赤く

なる、まぶたの腫れ、

リンパ節の腫れ 

感染性 

角膜炎 

角膜の傷に細菌やカビ

が感染して起こる炎症。 

・異物が目に入る。 

・コンタクトレンズ

を間違った方法で使

用する。 

痛み、充血、ゴロゴ

ロする、まぶたの腫

れ、黒目が白くなる 

 

１０月１０日は目の愛護デーです👀 


